
－ 15 －



－ 16 －



－ 17 －



－ 18 －

　名古屋工業会の総会において併設して、㈱豊
田中央研究所の浅野勝宏氏による特別講演会
「運転支援システムの変遷　－過去の経験を通
じて見える将来像－」が開催された。
　まずは、彼が携わったタイヤ空気圧推定装置
の実用化に向けた苦労話から始まった。
　この装置は、車輪速度の振動現象から空気圧
を推定する間接推定方式で、追加されるハード
ウェアが少ないため低コストである。実用化、
他車種への横展開が着実に進められていた。
　しかしながら、米国で起きたフォード車の横
転事故で状況は一変した。事故の主要因は、
メーカが推奨するタイヤ標準圧が低すぎたため
生じたタイヤのバーストであったが、事態は、
タイヤ空気圧警報装置搭載を義務づける法規制
にまで及んだ。この規制値が間接推定方式に
とって厳しいものであったため、結果的に開発
中止を余儀なくされたとのこと。
　当時、国内の様々な要素技術は世界をリード
していたが、後から設定される法規制や標準化
に適合せず、涙を飲むことも多かったようだ。
　次に、自動ブレーキの要素技術である路面滑
り易さ推定に挑戦された。当時は、機械が運転
者に変わってブレーキを操作するからには、
たとえ凍結路であっても、衝突することは許さ
れず、路面の滑り易さを検出して、早いタイミ
ングでブレーキ制御を開始することが要求され
た。安全に関しては保守的で、公道実験も様々
な規制があった。この技術は、車々間、路車間
通信が開発途上では、前方の路面滑り易さ情報
を共有することが難しく、一旦棚入れすること
になったとのこと。

　一方、欧米では産学官が連携して自動運転の
戦略的な研究開発が進められていた。米国で行
われた自動運転競技会では各大学が先端技術を
磨き合った。そこで培われた技術は、グーグル
に引き継がれ、2010年に行われた自動運転車の
公道実験で、世界を驚愕させた。
　これに対し、国内では戦略また要素技術でも
欧米に先を越された危機感から、内閣府主導の
産学連携プログラムが強力に進められた。
　豊田中央研究所では、自動運転のキー技術で
あるイメージングレーザレーダの大幅な小型低
コスト化が進められている。また、市販車両の
車載センサー情報を利用して鮮度の高い高精度
３次元地図データを自動生成するクラウドシス
テムが試作されている。欧米の戦略やルールづ
くりに追従しながらも、要素技術で猛烈に巻き
返しを図っている最中とのこと。
　今後は、高速道路の手放し運転よりは、むし
ろ、三ノ宮や梅田で起きた自動車暴走事故を防
止する自動停止システムの開発が急務と主張さ
れていた。車はドライバー次第で凶器になり得
る。さらに、テロリストが自動運転車を悪用す
れば、武器になり得るので、車をネットに繋な
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げクラウド上で遠隔自動停止することも必要と
言う。また、路面滑り易さ情報もクラウド上で
共有すれば毎年のように繰り返されるスリップ
による多重玉突き事故も抑制できるとのこと。
　なお、今後の自動車マーケットは自動運転の
ターゲットである日米欧では減少傾向で、新
興国で急拡大する。新興国の運転を経験し、そ
の中から潜在的なニーズを自ら掴み取ってくる

アグレッシブな若者の育成・出現が待たれる。
一億総活躍社会の中で、61歳となった講師も、
可能な限り貢献していきたいとのことであっ
た。
　講演後、会員から自動運転の最新技術や世界
の動向に触れることができ良かった等、好評な
意見が多く寄せられた。

名古屋工業会 会員優待のご紹介（詳しくはHPをご覧下さい）

◎ 名古屋ボストン美術館　無料入場（本人）
　 チケット売り場に会員証を提示し、入館券を受領願います。

◎ 徳川美術館　無料入場（同伴者１名可）
　 チケット売り場に会員証を提示し、入館券を受領願います。
　 なお、入館券を提示すると、日本庭園徳川園も半額にて
　 ご入園いただけます。

◎ 宿泊割引（HPでご確認ください）
　・アソシア　ホテルズ ＆ リゾーズ　・東急ホテルズ
　・名鉄グランドホテル　・ニューグランドホテル

◎ 支部施設（ＨＰでご確認ください）
　・東京サロン（八重洲倶楽部）　・大阪支部利用施設（中央電気倶楽部）

◎ 大学施設（ＨＰでご確認ください）
　・（旧）木曽福島修練所

◎ その他（会誌「ごきそ」に同封いたします）
　・上新電機㈱特別優待　・三井住友トラスト・カード VISAゴールドカード
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OH T L I N E

ホットラインホットライン
表 彰 者 紹 介  
　平成27年度叙位・叙勲受章者は以下のとおりです。
５月21日の名古屋工業会の総会で、工業会からの表彰
を行いました。

【学　歴】
昭和39年３月　大阪市立大学大学院工学研究科
　　　　　　　博士課程中退
【職　歴】
昭和39年４月　大阪市立大学工学部　助手
昭和42年３月　名古屋工業大学工学部　繊維高分

子工学科　助教授
昭和42年３月　米国インディアナ州立パデュー大

学　博士研究員
昭和53年４月　名古屋工業大学工学部　教授
平成元年３月　文部省短期在外研究員
平成11年３月　名古屋工業大学　退官
平成11年４月　名古屋工業大学　名誉教授

コメント：時代と共に世の中が急激に変化してい
ます。同様に研究も目まぐるしく進歩発展してい
る現状を見るにつけ、名工大で携わってきた研究
開発がどの程度世の中のためになっていくのかを
考えた時忸怩たる思いにとらわれることがありま
す。また、学生の教育についても現在では考え方、
教え方について以前とは全く異なっています。こ
のような現状を見るにつけ教育というもののむつ
かしさを自覚する一方、在任中やれるだけのこと
はやり、名工大在籍は世の中のために役立ったも
のと思っています。

「瑞宝中綬章」
（教育研究功労）

津田　和一

「瑞宝中綬章」
（教育研究功労）

宮﨑　亨

【学　歴】
昭和35年３月　名古屋工業大学　金属工学科
昭和40年３月　東北大学大学院工学研究科博士課
　　　　　　　程修了
【職　歴】
昭和40年４月　東北大学金属材料研究所助手
昭和42年１月　名古屋工業大学金属工学科講師
　　　　　　　助教授、教授を経て副学長
平成12年３月　退官、名誉教授

コメント：

専門分野：材料相変態論、材料組織学

研究分野：組織自由エネルギー論、スピノーダル
分解、組織分岐論、組織シミュレーション、組成
傾斜時効法

日本金属学会理事、副会長、第48代会長

平成28年5月21日
会員各位

一般社団法人　名古屋工業会　
理事長　水嶋　敏夫　

平成28年度定期総会及び決議ご通知

平成28年５月21日(土)開催の一般社団法人名古屋工業会定期総会において、議案全てが議
決されましたのでご通知申しあげます。
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【学　歴】
昭和42年３月　名古屋工業大学　土木工学科卒業

【職　歴】
昭和42年４月　建設省入省　北海道開発局豊平峡
　　　　　　　ダム建設事務所配属
昭和52年３月　外務省経済協力局経済協力第二課
　　　　　　　課長補佐
昭和56年８月　建設省河川局防災課　課長補佐
昭和58年６月　建設省東北地方建設局月山ダム
　　　　　　　工事事務所長
平成元年９月　財団法人先端建設技術センター
　　　　　　　研究第二部長
平成５年11月　建設省四国地方建設局河川部長　
平成７年４月　退官

コメント：建設省でいくつもの建設事業に携わり
ましたが、授業の時に先生方から聞いた余談が土
木工学専門知識と共に大いに役立ちました。高校
生の時に土木の道に進むことを決心し土木工学科
に入学しましたが、人生を振り返ると土木技術者
は私の天職でした。

【学　歴】
昭和55年３月　繊維高分子工学科
昭和57年３月　大学院　工学研究科　繊維高分子

工学専攻
平成20年３月　中央大学　法学部　通信教育課程

【職　歴】
昭和57年４月　通商産業省　特許庁　審査第3部　

審査官補　他
平成23年４月　経済産業省　特許庁　審判部第10

部門　部門長・審判長（平成11 ～
13年度　長岡科学技術大学　講師）

平成25年７月　小谷国際特許事務所　所長
平成25年10月　一般財団法人 工業所有権協力センター 

調査業務センター 機械B部門 主幹

コメント：昨年9月就寝中に亡くなりました。名工
大OBの皆様には大変お世話になりました。大学・
大学院では高分子合成が専門ですが、入庁して配
属されたのは機械系の旧審査第3部でした。以来、
審査・審判で担当した技術分野は、掃除機・洗濯
機などから自動車関係へと移行しました。管理職
になり、人事院の面接官、新人採用、及び研修所
教官を担当しました。一方で、大学時代には空手
道部、昨年まで合気道他の武道やスポーツなど、
趣味も堪能しました。

「瑞宝小綬章」
（建設行政事務功労）

原田　彪

「従四位 瑞宝小綬章」
（経済産業行政功労）

小谷　一郎

「瑞宝双光賞」
（地方自治功労）

神谷　茂

【学　歴】
昭和22年３月　名古屋工業専門學校　一部土木科
卒業

【職　歴】
昭和22年４月　愛知県土木部道路課
昭和48年４月　愛知県道路公社　尾張パークウェ
　　　　　　　イ建設事務所長
昭和51年４月　愛知県企業局 衣浦港工事事務所長
昭和53年６月　一等級
昭和56年４月　愛知県企業庁　用地部工務課長
昭和59年３月　退職
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2016/4/15 朝 8 名古屋工業大学 － 地域再生題材に同友会セミナー

2016/4/29 朝  
長島　徹
池田哲夫
小和田正

卒業生（W40）
名誉教授
名誉教授

春の叙勲受章者―旭日重光章、瑞宝中綬章

2016/4/29 朝 24 麓　和善 建築・デザイン工学科 20年7月竣工「対応可能」　市議会　市議懸念に竹中側説明

2016/5/7 朝 18 井戸田秀樹 建築・デザイン工学科 耐震化の重要性考える　中区で市など　15日に緊急シンポ

2016/5/7 東濃版
朝 18 松本直司 社会工学専攻 中山道の景観整備完成　太鼓や踊り　市民ら祝う　中津川

2016/5/13 朝 25 北川啓介 建築・デザイン工学科 ナゴヤラジオ北川准教授文科相表彰　ものづくり証言　続々配信

2016/5/15 知多版
朝 20 佐野明人 機械工学科 ばねの力で歩行支援　大府で障害者ら　眼鏡型端末も体験

2016/5/15 朝 21 井戸田秀樹 建築・デザイン工学科 まず耐震化を　熊本地震の教訓　名古屋でシンポ

2016/5/15 朝 22 井戸田秀樹 建築・デザイン工学科 専門家「耐震化は急務」名工大　熊本地震１カ月シンポ

2016/5/18 岐阜版
朝 22 井戸田秀樹 建築・デザイン工学科 専門家「耐震化は急務」名工大　熊本地震１カ月シンポ

2016/5/24 岐阜版
朝 19 名古屋工業大学 － 弓道　東海学生選手権最終日（２２日・愛知県体育館）

2016/5/25 三重版
朝 17 名古屋工業大学 － 弓道　東海学生選手権最終日（２２日・愛知県体育館）

2016/5/28 朝 24 伊藤孝紀 建築・デザイン工学科 案内サイン　見やすく刷新　名古屋国際会議場　床や柱も活用

2016/5/30 朝 12 名古屋工業大学 － ハンドボール　東海学生リーグ入れ替え戦

2016/6/6 朝 12 名古屋工業大学 － 愛知学生アイスホッケー

2016/6/12 可児版
朝 24 藤岡信子 建築・デザイン工学科「クローズアップ」明治座の歴史　絵本に　中津川の本間さん　地域の宝　次代も知って

2016/6/12 東濃版
朝 24 藤岡信子 建築・デザイン工学科「クローズアップ」明治座の歴史　絵本に　中津川の本間さん　地域の宝　次代も知って

2016/6/12 朝 27 松浦　愛 在学生 防災キャンプ　本社で事前講習　大学生、新聞紙で食器

中日新聞

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2016/4/19 朝 3 坂口正道  電気・機械工学専攻 「研究現場発」VR技術のリハビリへの応用　錯覚を利用して感覚、運動機能を取り戻す

2016/5/24 朝 3 吉田奈央子 若手イノベーター
養成センター

「研究現場発」有機ハロゲンで呼吸する微生物　既知株の10倍
の分解速度地下水環境浄化に期待

中部経済新聞


